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１．日本における「団塊の世代」争奪戦 

 
福岡県甘木市の美奈宜の里（開発面積７６万㎡・西日本

ビル）は、現在住民３５０人、８００区画中半分が売れてお

り、その半分は東京や大阪を含む県外から。シニア層が

多い。温泉や病院が出来ており、３０以上のサークルが活

動している。ただ、入居者数がまだ少ないことから、ス

ーパーが整わず、生活利便性は遅れている。また、交通

面でも自家用車がないと不便な状況だという。 
調査会社の「Ｍ・Ｒ・Ｃ」によると、０５年度のリゾート

マンション発売戸数は５３０戸で、過去最低を記録した前

年度（２６０戸）に比べ倍増したとされる。リゾートマン

ションの買い手には、リタイア層が多いとされ、今、リ

タイア期を迎えようとしている団塊の世代が、需要層と

して期待され始めている。 
国土交通省のアンケートで、首都圏の団塊の世代の４

割が、今後１０年以内に、引っ越すか第二の住宅を取得し

たいと答えたという。 
２００７年の団塊の世代の退職年齢到達は、労働力、ビ

ル需要、消費行動など、その数の多さで、さまざまな方

面で、論議を呼んでいるが、人口移動についても、波紋

を生じている。 
この数字が、希望なのか、家の事情などで必然なのか

は定かではないし、また、実際にどの程度行動に移され

るのかは今後の問題だが、人口減少を続ける地方圏では、

地方復帰に期待を寄せている。 
一方で、「都心化」の流れに高齢者も参加しており、都

心や駅近への転居が報告され、首都圏では、郊外部の空

洞化懸念の指摘もある。 
いずれにしても、団塊の世代というボリュームゾーン

が、人生の大きな節目を通過しようとしているわけで、

率の大小にかかわらず、人数だけでも、その行動は何か

と注目されている。 
 
 以下に、移動パターンとその事例をいくつかあげてみ

る。 
■ 移動しないシニア 
 □ 高齢化するニュータウン 
  □ 子供世代の転出と残る親世代 

□ 多摩ＮＴや千里ＮＴ 
   □ 郊外戸建て住宅地 
 □ 建替需要とリフォーム需要 
 □ 別荘需要 
  □ 国土交通省＝二地域居住の勧め 
■ 移動するシニア 
 □ 都心化 
  □ ２３区の社会増 
  □ 駅近マンションへの移動 
   □ 札幌市や東京郊外 
   □ 郊外戸建の公的賃貸検討 
□ Ｕターン・Ｉターン 

  □ 各自治体の出身者アンケート 
□ 現役残り数年は新幹線通勤 

   □ 自治体の誘致合戦 
   □ 空き家情報 

□ 就職斡旋 
   □ 帰農教育 

□ 土地贈呈も現れる 
□ 気候と転居 

  □ 北の湘南・北海道伊達市 



  □ 人口増が続く沖縄県 
□ 海外移住 

  □ アジアやオーストラリア 
 
 
２．高齢者の意識の日米比較 

 
内閣府の「高齢者の経済生活に関する意識調査」（第５

回＝２０００年）では、６０歳以上の男女について、日米独

韓そしてスウェーデンの５カ国の比較をしているが、そ

こから日米の数字を見てみる。 
既婚の子供との同居比率は、日本が３３．３％であるの

に対し、米国は４．３％と小さく、「子供や孫とはいつも一

緒に生活できるのがよい」とする回答は、日本が、以前

より割合が小さくなっているものの４３．５％あるのに対

して、米国は多少増えたが８．７％と、まだ小さい割合に

留まっている。 
また、自己または家族所有の住宅に居住する割合は、

日本が８８．６％と、米国の６８．３％を上回っており、戸建

比率も日本が８９．６％と高く、米国は６５．５％。 
入居時期は、１９４９年以前割合が日本２５．０％、米国

３．３％。それを含む７０年以前割合でも、日本の７３．０％

に対して米国は４８．０％で、日本の社会移動の小ささが

目立つ結果になっている。 
 なお、９５年以降入居割合は、日本の６．２％に対し、米

国は２１．０％。 
 
 
３．アメリカのアダルト・コミュニティ 

 
以上からも見られるように、米国では、シニア層が子

供と同居するケースは少なく、シニアになってから転居

するケースは、日本と比べて相当多くなっている。 
このような米国のリタイア事情を象徴するプロジェク

トが、「温暖な気候」のもと、複数の「ゴルフ場」を囲ん

で住宅が並び、ゴルフカートで都市内を移動でき、ゴル

フ三昧の生活ができる、５５歳以上（夫婦の少なくとも一

方が）限定の「アクティブ・アダルト」の都市である「サ

ンシティ」だった。 
最初の「サンシティ」は、Ｄｅｌ Ｗｅｂｂが、１９６０年に

アリゾナの砂漠の中に作った。町というより都市で人口

は３８，０００人（２０００年）を擁している。 
Ｄｅｌ Ｗｅｂｂは、この他にも一ヶ所につき５，０００戸以上

の大規模なアクティブ・アダルト・コミュニティを、サ

ンシティの名前で、展開している。 

フロリダのモービルハウスパークへの、冬場の移動で

象徴されるような、太陽（サン）志向の高齢者が、温暖

な気候のもと、高齢者の生活リズムで、高齢者の仲間と、

ゴルフ三昧で過ごすという、６０年代からの米国のリタイ

アの理想を実現しており、開発と同時に人気を博した。 
南への移動の傾向は、２０００年の国勢調査でもまだ継

続しているが、米国でも、リタイア需要の期待が高まっ

てきているベビーブーマー（＝日本の団塊の世代より幅

が広く１９４６年から１９６４年生まれを呼ぶ）の行動調査に

伴い、リタイア予備軍の行動に変化が生じてきているこ

とが指摘されている。米国のアダルト・コミュニティは、

サンシティのような５５歳、あるいはより若くても５０歳

以上を対象としているが、すでに、ベビーブーマーは、

この年齢に達しはじめており、デベロッパーは、マーケ

ットの変化に対する対応をし始めている。 
 
 
４．アダルト・コミュニティの動向 

 
サンシティクラスの大規模開発は、必要資金量も大き

く、アクティブ・アダルト・コミュニティの草分けでそ

の代名詞でもあるＤｅｌ Ｗｅｂｂ社は、２００１年に住宅会社

のＰｕｌｔｅ Ｈｏｍｅｓに買収されたが、同社によりＤｅｌ 

Ｗｅｂｂ名で継続されている事業は、新たな需要構造に対

応して、大都市郊外型の５００戸クラスから、サンシティ

型の５，０００戸超まで、急速に守備範囲を拡大させつつあ

る（※）。 
ベビーブーマーの行動を特徴づけるキーワードは、「家

族」・「仕事」・「知的好奇心」といったところで、今や、

子供と親の両方の面倒をみる立場におかれたブーマーは、

米国においても、子供や親との距離を意識する世代にな

っている。 
この方向では、アクティブ・アダルト「専用」コミュ

ニティではなく、アクティブ・アダルト「向け」コミュ

ニティとすることで、対応の幅を広げる開発も出てきて

いる。 
リタイアの意識についても、仕事からの開放といった、

サンシティ登場以来続いてきたアメリカン・ドリームに、

顕著な変化が見られるとされる。米国のアンケートでは、

フルタイムとは限らないものの、リタイア後も、長期に

渡って仕事を継続したいという意向を持つ人たちが主流

になっている。ネットを利用したホームオフィスへの希

望もあり、また、その場合でも、必要な都心アクセスを

維持するため、遠隔地ではなく、郊外部に住宅を求める。 
このような需要に対応できるエリアでは、必然的に大



規模開発は難しいこともあり、都市近郊に小規模なアダ

ルト・コミュニティの展開が増えてきている。 
また、マンション生活が長い世代に対応する、マンシ

ョン型のアダルト・コミュニティも現れている。 
もうひとつ、話題になっているのが、身体的若さだけ

でなく、精神的な若さへのこだわりで、大学と連携した

アダルト・コミュニティも、急速に数を増やしている。

大学も、アダルトを、自らの活性化のために、積極的に

取り組もうとしており、大学所有地を、アダルト・コミ

ュニティ用に提供しているケースもある。 
アダルト・コミュニティのセールスポイントとして、

かつてのゴルフ場から、今やカレッジライフの保証が効

果を上げている。 
いずれにしても、上の世代以上に長寿化が予想される

ベビーブーマーは、従来のシニア層より、若さ意識を持

ち続けており、その人数の多さも合わせて、ワンパター

ンではない、さまざまな要求を顕在化させている。そし

て、デベロッパーも、商品の幅を急速に拡大させつつあ

る。 
以下に、サンシティの経緯からはじめて、最近の米国

ベビーブーマーの行動まで、ネット上からトピックスを

拾っていく。 
 ※ 住宅会社のＰｕｌｔｅ Ｈｏｍｅｓ社は、２００１年８月に

Ｄｅｌ Ｗｅｂｂ社を、１０億ドルの負債付きで、８億ドル

で取得した。これにより、同社は、はじめての住宅

取得から、リタイア層の住宅取得までの全世代の住

宅需要をカバーすることになった。 
   同社は、Ｄｅｌ Ｗｅｂｂの名で、サンシティを含むさ

まざまな規模の、アクティブ・アダルト・コミュニ

ティを展開中で、分譲中あるいは分譲準備中なだけ

でも、全米２０州＝６７プロジェクトが、同社の０６年

４月時点のＨＰのリストには掲げられている。 
 
 
５．アリゾナのサンシティ 

 
① １９６０年に始まり、人口７万人に成長しているサン

シティ（アリゾナ） 
今、日本からも、滞在型ツアーのパッケージが設定さ

れているサンシティは、１９６０年１月１日に、アリゾナ

州フェニックス市のダウンタウンから、北西１０マイル

（１６ｋｍ）の綿花畑に出現した。このプロジェクトは、

発売３日で１００，０００人以上が訪れ、その成功がタイム誌

でも特集された伝説のプロジェクトとなった。 
その後も拡大を続け、７８年には、隣接のサンシティ・

ウエストの入居もはじまり、２０００年国勢調査の人口は、

サンシティが３８，３０９人、サンシティ・ウエストが２６，

３４４人、そしてその西に隣接したサンシティ・グランド

が７，８１４人。合わせると７２，４６７人が居住する、一大、

リタイアメントエリアとなっている。 
戸数２７，７３１戸を擁するサンシティ３８，３０９人の人種

構成は、白人が９８．４４％の白人社会。６５歳以上が

７９．８％と８割を占め、中央値は７５歳。女性１００人に対

して男性は６９．９人。 
また、収入は、世帯での中央値が３２，５０８ドルで、１

人当たり平均値は２５，９３５ドル。 
その家の価格だが、新規供給は完了しており、米国の

Ｒｅｌｏｃａｔｅ－Ａｍｅｒｉｃａのページによると、中古住宅が６万

ドルから５０万ドルで、平均は１３万ドルとなっている。

９５％がシングル・ファミリー向け戸建てで、コンドミニ

アムと二世帯向けもある。 
なお、Ｐｕｌｔｅ ＨｏｍｅｓのＨＰにある、サンシティ・ウエ

ストのＣｏｒｔｅ Ｂｅｌｌａの新規分譲価格は、建物１０７～２８１

㎡で２１７，４００～４３８，４００ドルだ。 
なお、Ｐｕｌｔｅ Ｈｏｍｅｓ（Ｄｅｌ Ｗｅｂｂ）が、大規模のア

クティブ・アダルト・コミュニティに付ける「サンシテ

ィ」は、分譲済みのアリゾナ州のＰｈｏｅｎｉｘ（２）とＴｕｃｓｏｎ

のほかに、同社の分譲または予定リストには１０ヶ所あり、

その所在は、カリフォルニア（２）、ネバダ（２）、アリゾナ

（２）、テキサス、イリノイ、サウス・カロライナ（２）とな

っている。 
 
② ＨＩＳの「熟年の方たちのための海外体験－アメリカ

の話題の福祉都市で暮らす」という、最長２９日間の滞在

体験型パックで、紹介されているサンシティ（アリゾナ） 
□ サンシティ・アリゾナの施設 
◇ ゴルフ場・１１コース 
◇ ショッピングセンター・２１カ所（２４時間営業の

スーパーマーケットを含む） 
◇ レクリエーションセンター・７カ所（図書館など

も含む）＝レクリエーションセンター内設備はテニ

ス、卓球、ローラースケート、ボーリング、室外プ

ール、室内プールなど 
◇ 病院／教会・寺院／銀行／劇場／美術館 ／ヘル

スケアセンター／警察署／消防署／老人介護施設／

ビジターセンターなど 
□ サンシティのセールスポイント 
◇ 安全なまち＝全米で最低の犯罪発生率。ボランテ

ィアによる民間警察パトロール。また、未成年がい

ないことによる少年犯罪のなさ。 



   各戸にセキュリティシステムのＲ－Ｕ－Ｏ－Ｋプ

ログラムが設置（無料）され、病気や怪我で電話応

答できない場合には、近くの安全担当官に通報する

システムも。 
 ◇ 清潔なまち＝ボランティア団体「プライズ」が地

域内清掃、補修、緑化等を担当。 
◇ 静かなまち＝居住条件は、家族に５５才以上が１名

はおり、１９歳未満の子供が同居しないこと。この条

件を満たさないと不動産譲渡書が発行されない。 
□ 忙しい引退生活 
◇ 数多く用意された、レクリエーション施設、ボラ

ンティア活動やクラブ活動で、「引退してからの方が

忙しくなった」という住人。 
◇ 安い利用料＝レクリエーション施設が年間約１５０

ドル、ゴルフでも年間１，０００ドル以下。 
◇ ボランティアの街『サンシティ』＝道路標識に  
「ＳＵＮ ＣＩＴＹ ＴＯＷＮ ｏｆ ＶＯＬＵＮＴＥＥＲＳ」と

ある、ボランティアで知られたまち。 
 
③ サンシティの制度とその背景＝（財）自治体国際化

協会（ニューヨーク事務所）の「ＣＬＡＩＲ ＲＥＰＯＲＴ」

（１９９２年６月５日） 
   発表から時間は経っているが、サンシティの制度

とその背景の解説については、上記のレポートが詳

しい。サンシティの地方制度上の位置づけ、背景に

なった医療保険制度、年金制度、米国老人のライフ

スタイル、サンシティの実態とその住民考え方が報

告されているので、関連部分を以下に要約しておく。 
現在いわれている、リタイアしない高齢者へのラ

イフスタイルの変化も、このレポート時点ですでに

指摘されている。 
□ 地方自治制度上の位置づけ 

連邦憲法には、地方自治に関する規定はないので、

地方自治に関することは、州の固有事務として、各州

が全て行う。Ｃｉｔｙなどの自治体は、基本的には、住民

自らの要請に基づき、州によって設立される文字通り

の「自治体」だ。 
各州は「カウンティ」に分けられているが、カウン

ティがさらに市町村などに細分化されている構造では

なく、市町村がその中に点在し、市町村とは別に、必

要なエリアに、学校区や、消防区などの特別区の網が

かかっている。従って、自治体や学校区、特別区に属

さない土地も存在する。 
サンシティは、この「どの自治体にも属さない地域」

に建設されており、唯一、消防区にのみ属している。

なお、消防事務は消防区の事務で、市などの事務では

ない。 
サンシティの住民は、連邦の所得税と州・カウンテ

ィの税のみを納め、自治体からの行政サービスは受け

ていない。 
このような地域は特殊ではなく、サンシティのある

マリコパ・カウンティでは、面積の８５．４％が未自治

化地域になっている。 
米国では、住む地域の税負担がどのくらいかという

ことが、住む場所の選択要素のひとつとなっており、

税負担の重い学校区を持たない、サンシティのような

自治体は、この面で大変有利になっている。 
マリコパ・カウンティで経費がかかる業務は、人件

費以外では、ハイウェイ、検察、シェリフなどで、こ

の負担の分担はやむをえないが、サンシティが市にな

った場合に、市税として人件費のほか、警察、道路建

設と維持、公園管理のための税負担が生じる。サンシ

ティも、住民の賛同があれば自治体になれるのだが、

これらの業務を税金で行うかどうかが、そうするかど

うかの判断基準になっている。 
□ 年金及び医療保険 

サンシティの成功の背景には、第二次世界大戦後の

公的年金制度の順次の整備・拡充や、５０年代、６０年

代の好況期を通じての、企業年金や退職金の充実、そ

して預貯金や株式の保有など、経済的裏づけの拡大が

ある。サンシティを購入できる、比較的裕福な層の厚

みが増した。 
医療保障は、老齢年金と障害年金受給者を対象とし

たメディケアと、低所得者に対するメディケイドがあ

るが、公的保険制度はない。ただ、サンシティについ

ては、民間の医療保険に加入している余裕のある層が

中心のため、州の医療保障に特別な負担をかけてはい

ない。 
□ 年齢に応じたライフスタイル 
  民族による違いもあるし、暮らしぶりはさまざまだ

が、一般には、２０歳前後になれば子供は両親から離れ

て独立し、子供と親はそれぞれの人生を歩むというの

が常識になっている。 
  リタイア後については、老後を３つの段階に分けて、

それぞれの段階の理想的住み替えパターンが考えられ

ており、サンシティは、このパターンを、一ヵ所で効

率的に提供している。 
 ◇ 第一段階＝子育てを終え、元気なうちに、ホワイ

ト・エレファントと称される、いくつもの寝室を持

つ一戸建てを売り、二人で住むのに十分な広さで、



手間もかからない、コンドミニアムなどに移る。 
 ◇ 第二段階＝ある程度介護や病院を必要とするが、

寝たきりにはなっていない時期に、食事つきで病院

施設が隣接する、老人向け住宅に移る。 
 ◇ 第三段階＝身の回りのことができなくなれば、ナ

ーシングホームに入る。 
□ 高齢化の進行とライフスタイルの変化 

上の一般に受け入れられている考え方が、必ずしも

大勢ではない。８５年時点で、身体が不自由な高齢者の

うち、ナーシングホームに入っているのは２１％に過ぎ

ず、家族が世話をしている例のほうが多いという調査

もある。 
それ以上に、ベビーブーマーの高齢化、平均寿命の

延びと、少子化による子供の減少による高齢化率の上

昇や、医療水準向上による寝たきり老人の増加などが

予想される状況の中で、考え方に変化が生じてくると

考えられている。 
特に、年金制度への影響と、それに伴う高齢者の就

業状況の変化が重要になる。 
リタイアは、昔から一般的であったというわけでは

ない。２０世紀初めには、高齢者割合も低く、寿命も短

かったために、リタイアメントというコンセプトもな

く、６５歳以上でも働かざるをえなかった。 
３５年にソーシャルセキュリティ制度ができ、大企業

も企業年金などの充実をはかってきたことで、高齢者

がリタイアできる経済的状況が整ってきた。それが進

んで、アーリー・リタイアメントできることがステイ

タスとして登場した。 
ベビーブーマーの高齢化時代には、この状況が維持

できるとは、一般に思われていない。 
８３年改正で、年金の満額支給開始年齢が２７年まで

に６７歳にまで引き下げられることになった。連邦保険

税の負担も重くなる。サンシティに今住んでいる高齢

者は、大変恵まれた状況にあるということになる。 
また、労働力不足だけでなく、顧客の高齢化にあわ

せて、サービス業の従業者も高齢者が必要になるとか、

技能継承の必要性が生じるとかで、リタイアしない高

齢者が増えるとの予想もある。 
これが住宅にどう影響するかについては、子供と一

緒に住むという見方は主流になっていない。ただ、今

の家を離れたくないとする回答が８割とか９割とかの

アンケート結果もある。 
状況を考え合わせると、今後は、サンベルト地帯の

リタイアメント・コミュニティは、横ばいか次第に減

少し、シェアリング（高齢者どうしや若者とのシェア）

が主流になるとの見方も出ている。 
□ サンシティが地域に及ぼす影響 
  他の州で働いて稼いだお金を持った人たちが移り住

んで、老後を楽しむために、そこでお金を使う。その

経済効果を正確には把握できないが、多くの地方団体

が不況の影響を受けている中でも、マリコパ・カウン

ティは良好な財政状況にあり、カウンティもその効果

を認めている。サンシティ内の銀行から引き出される

現金が、他の地域と比較しても明らかに多い。 
  ただ、行政は、老人の州というイメージが、好まし

いとばかりは思っていないし、老人の政治への影響力

の拡大も懸念している。 
□ 行政の関与 
  州が政策として誘致してはいない。この点では、リ

タイア後の転居者の４分の１が行くといわれるフロリ

ダ州が、低い相続税、財産税免除、州の所得税がない

ことなどで、高齢者の受け入れを奨励しているのとは

異なる。 
□ 立地の特徴 
  従来からアメリカン・ドリームとして知られてきた

「北部の大都市で仕事に成功してお金をため、早めに

リタイアしてフロリダで優雅に暮らす」という典型的

パターンの延長線上にある。 
  実際に、イリノイ州など５大湖周辺や、カナダなど、

北部から来た人が多く、また、最近では治安が悪くな

ってきたフロリダやカリフォルニア南部から移ってき

た人もいる。 
□ 施設やサービスの運営 
  施設はＤｅｌ Ｗｅｂｂが建設し、商業用施設以外は、住

民の共用施設として、無償譲渡しているものがほとん

ど。住宅の販売を終え、運営が軌道に乗ったところで、

Ｄｅｌ Ｗｅｂｂは、コミュニティ運営に関与しなくなる。 
  基本的には、その後は住民の責任により、会費、寄

付金、使用料などを財源に、有給の職員と住民ボラン

ティアにより運営される。 
  運営組織としては、Ｔｈｅ Ｓｕｎ Ｃｉｔｙ Ｈｏｍｅ Ｏｗｎ-

ｅｒ Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎがある。非営利団体として、サンシテ

ィの分譲が開始された６０年に設立されたもので、サン

シティを代表して、企業、カウンティ、州、連邦政府

などとの交渉に当たっている。 
□ ユーティリティ 

上下水道、電気、ガス、水道、ごみ収集処分などは、

民間業者と契約して賄っている。コミュニティ内の清

掃は、住民のボランティア団体のサンシティ・プライ

ズなどの活動に負うところが大きい。 



□ 病院、ナーシングホームなど 
サンシティ内に、州内有数の病院があり、他にも、

市内どこからでも車で１５分以内に、複数の病院がある。

移動手段としては、ＳＣＡＴ（後述）のほか、赤十字の

バンが利用できる。 
  ミールズ・オン・ホイールズというケータリング・

サービスがあり、介護を要する人のための施設も２０ヶ

所ある。これらは有料だが、まとまった需要があるた

め、供給側は低コストでのサービスが可能になってい

る。 
□ 交通手段 

戸口から戸口に送迎してくれる、低料金のＳＣＡＴ

（Ｓｕｎ Ｃｉｔｙ Ａｒｅａ Ｔｒａｎｓｉｔ）があり、サンシティ外

へはバス路線とタクシー会社がある。 
  住民の足は、主に自動車とゴルフカートで、運動を

兼ねて自転車や徒歩で移動する人も多い。ゴルフカー

トはナンバープレートを持っており、そのままサンシ

ティ・ウエストにいくなど、公道を走れるが、危険な

ため、シェリフは、なるべくカートではサンシティの

外に出ないようにといっている。 
□ 住民の暮らし 
  各種スポーツ施設、レクリエーションセンター、体

育館、映画館などが整っており、各種クラブや教室も

開かれている。年齢が近いので、趣味で集まれば、仲

間ができやすい。 
  ボランティア活動も、美化活動の「プライズ」、ツア

ーガイドの「アンバサダーズ」、治安活動の「ポッセ」

をはじめとする団体が活発に活動しており、団体以外

でも、美術館、図書館、その他さまざまな施設で、ボ

ランティアとして働いている人たちが数多くいる。 
  もちろん、完全リタイアだけでなく、近所の店舗や

近隣の自治体の役所などで、週に２日とか３日とか働

いている人もいるし、会社のオーナーもいる。 
  また、車で３０分も走れば、大都市フェニックスにも

行けるので、完全に孤立した老人の町というイメージ

ではない。 
□ 治安 
  自治体警察のない地域はカウンティが管轄するので、

サンシティはマリコパ・カウンティが担当する。住民

の同質性が高く、犯罪の発生率は低いが、都市部の警

察と比べ、警官一人あたりの管轄区域が広くなるのを、

ボランティアによる、「サンシティ・シェリフ・ポッセ」

が、拳銃所持や犯人逮捕権はないものの、パトカーと

無線通信設備を持ち、シェリフとほとんど同じ服装で

巡回し、２４時間、交替で補っている。 

 
④ サンシティの経済効果＝日本政策投資銀行・ロサン

ゼルス駐在員事務所報告「米国における高齢化と地域開

発の新潮流」～サンシティの示唆するもの～（２０００年

１０月） 
   上記報告書で、「州や市が、豊かな個人資産ととも

に移り住んでくる高齢者の誘致のメリットに着目し

ており、従来の南部諸州だけでなく、東海岸初秋で

も積極的な高齢者誘致運動を始めている。」としてお

り、「地域（アリゾナ州）にもたらす便益」は、以下

のように整理されている。 
□ 税収増加 
  ５５歳以上のアリゾナ州民の州所得税・固定資産税の

一人当たり納税額は平均９００ドルで、５５歳未満の約２

倍。売上税も多く払っている。一方、医療費などの公

共サービス負担は、大半の高齢者が概して健康である

ことや、メディケアや低所得者向けの連邦の助成もあ

り、地方負担は決して多くないと評価されている。 
□ 経済誘発効果 
  年２３，５００人の５５歳以上の転入は、アリゾナ州に、

年３億５０００万ドルの直接消費の増加をもたらしてい

る。これをターゲットとした住宅、医療、金融などの

新たな産業創造による誘発効果は年２億６０００万ドル、

新規雇用は１万人と試算されている。 
□ ボランティア精神（※） 
  高齢者のボランティアや寄付への参加率は高く、高

齢者コミュニティでの奉仕活動の経済的価値は、年

１７２０万ドルと試算される。 
※ ＮＰＯ法人サンシティ宮崎のアメリカ視察記（２０

０５年１月）によると、フェニックス市でも、６０歳

の年齢になると、市の担当職員から電話で、これか

らの人生をボランティアで貢献しませんかと呼び

かけているとのこと。また、フェニックス市から見

たサンシティは、経済面での波及効果により、貢献

度は大変大きく、サンシティと市とは良いパートナ

ーシップにあるといっている。 
 
 
６．アメリカのアクティブ・アダルト・コミュニティを

めぐるトピックス 

 
Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ Ｌｉｖｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒの

＜Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ Ｎｅｗｓ＞に出てくるニュースなどか

ら、以下に米国のトレンドを眺めてみた。 
 



① 現在の高齢者のリタイア先は、フロリダ、アリゾナ

がトップ２で、仕事イメージの北部からリゾートイメー

ジの南部への高齢者の移動傾向は続いている。（２０００年

の国勢調査結果） 
９５年から２０００年に、６５歳以上の南部への転入は

４３７，０００人で、南部からの転出は２０４，０００人、南部は

２３３，０００人増やした。 
フロリダは６５歳以上の純増が１４９，０００人。アリゾナ

は５３，０００人。 
減少州が多く、ニューヨークが１１４，０００人減少したほ

か、東部や、イリノイなどの五大湖エリアが転出元にな

っている。 
フロリダへはニューヨーク、ニュージャージー、オハ

イオなど東部や北東部諸州から、アリゾナへはカリフォ

ルニア、ワシントンほか、西部並びに中西部諸州から転

入してきており、北から南への高齢者の移動は続いてい

る。 
 
② Ｊｏｈｎ ＭａｃＤｏｎａｌｄ （２００５年２月２４日）「アクテ

ィブ・アダルトが生活する住宅はリタイアタイプではな

い」～そして、巧まずして高齢化したＦｅａｒｒｉｎｇｔｏｎ

Ｖｉｌｌａｇｅの事例 
ここで、指摘されている変化がどう広がってくるのか。

ブーマー以前の、北から南への伝統的リタイア行動が変

化するのか、ブーマーの数の多さから、その動きは残し

たまま、別のさまざまなリタイア居住ルートが展開され

てくるのか。今後もさまざまに継続フォローされていく

はずだが、これまでの高齢者とは違った高齢者が出現し

そうだとの認識は、一般化しているようだ。 
サンベルト地帯に、リゾートスタイルのリタイア・コ

ミュニティを造ってきたデベロッパーにとっては、ｓｔａｙ

－ａｔ－ｈｏｍｅ症候群は、これまでずっと天の恵みだった。

９０年代半ばには、これらのコミュニティの半数は、サン

ベルトにあった。 
しかし、今や、４分の３がサンベルトの外にある。「決

して人気のあるリタイアの目的地とはいえないワシント

ンＤ．Ｃ．をとってみても、そこだけで、１ダースものア

クティブ・アダルト・コミュニティが建設途上にある。

１０年前には想像もつかなかったことだ。」 
「モービルホームですら、パークの３分の１が、もは

や彼らの両親が持っていたような太陽へのあこがれを持

たない。」 
「彼らはいずれ引っ越す気はある。しかしその動機は

気候が全てではない。巣立っていった子供や孫を追いか

けている。留まる理由も引っ越す理由も同じで、それは

家族や友人の近くで暮らすことなのだ。」 
今、Ｄｅｌ Ｗｅｂｂは、２０を超える地域で、小さいところ

では５００戸から、サンシティのような巨大コミュニティ

では５，０００戸を上回る規模の、３０ものコミュニティを開

発している。さらに全米４０以上のエリアで、１４０ヵ所が

買収あるいは開発の段階にあり、この３年以内に、その

うち少なくとも１００ヵ所を供給するつもりだとする。 
では、ブーマーはどうようにリタイアするのだろうか。

子供の世話と親の世話をしなければならない「サンドイ

ッチ世代」のしがらみ、そしてＩＴ環境へののめりこみが

影響したりすることもあってか、ブーマーの４３％が７０

歳代、さらには８０歳代まで、働くつもりでいる。 
そして、引越ししようとしている人たちは、ベビーブ

ーマーゆえの選択肢の多さを享受できる。子供の近くに

住みたい⇒今や（年齢制限ではなく）年齢ターゲットの

アクティブ・アダルト・コミュニティがある。都心で働

いていたい⇒ボストンやシカゴではフリーウェイや通勤

電車の近くで交通利便性が高い場所で開発されている。

マンションやアパートで暮らしてきた人たち向けに、ア

クティブ・アダルト用高層住宅を建てているデベロッパ

ーも出てきた。 
ノースカロライナ州Ｃｈａｐｅｌ Ｈｉｌｌの外側にあるＦｅａｒ- 

ｒｉｎｇｔｏｎ Ｖｉｌｌａｇｅのように、住民が転出しないので、事実

上アダルト・コミュニティになってしまったところもあ

る。 
Ｒ．Ｂ．Ｆｉｔｃｈ が Ｊｅｓｓｉｅ Ｆｅａｒｉｎｇｔｏｎの１，１００エーカ

ーの農場を、１，０００戸のビレッジに開発したのは、彼が、

英空軍基地に配属された時に訪れた、英国のビレッジの

感覚が好きだったからだ。 
Ｆｅａｒｒｉｎｇｔｏｎ Ｖｉｌｌａｇｅのあらゆるものは、伝統的なリ

タイアメント・コミュニティとは反するものだ。「年齢限

定をしない。ゲートがあるコミュニティとはしない。ゴ

ルフコースあるいはカントリークラブは作らない。ゴル

フコースの代わりに、４０頭の牛を、山羊も何匹か加えて

つれて来た。」と彼はいう。 
今、この住宅地の７０％がアクティブな退職者だ。古い

穀物倉庫にはカフェがある。納屋は本屋になった。

Ｚａｇａｔの格付けを持つレストランと、銀行が別の農場の

建物に入っている。 
「我々は２５年から３０年のアクティブ・リタイアメント

をしている最中なのだけれど、みんなリタイアなどとい

う意識ではいないのだ。」 
Ｃｅｌｅｂｒａｔｉｏｎ（フロリダ）のディズニー・コミュニテ

ィのような人工的なものを考えているのではない。幅広

い活動ができ、世界クラスのダイニングや美術（⇒大都



市）、あるいはスポーツ（⇒大学のカレッジ）に近接して

いる、小さめのコミュニティに、第一級の品質で、小さ

めの家を、皆が欲しがるようになるはずだということだ。

ゴルフコースは、おそらくもう、かつてのようには目玉

施設にはならない。 
「率直にいって、まだブーマーが何をしようとしてい

るかは分かっていない。まだはじめてはいないからだ。」 
「彼らは、それ以前の世代のようには、社会的行動に

関して、パターン化されていない。どちらかというと、

数人の親しい友人と、かしこまらないディナーをしたい。

社会的行動パターンがどのようにできてくるのかは、正

確にはわからない。今、ブーマーが入りそうな、スター

バックスタイプの場所を、どんどんとしつらえている。

ブーマーはコーヒーハウスの段階は通り過ぎた。もっと

カジュアルで、型にはまらない。法律や契約や制限など

の制約を受け入れるような傾向は持ち合わせていない。」 
ブーマーが人生の後半９ホールを見つめるとして、ひ

とつだけ確かなことは、ライフスタイルと健全な投資の

選択に迫られたとき、彼らは両方とも選びそうだという

ことだ。 
 
③ ベビーブーマーの５９％は、リタイアのために、ある

いはリタイアしたら転居するつもり。現住居から３時間

以上はなれたところを予定する者は転居検討者の３１％。

（Ｄｅｌ Ｗｅｂｂの２００３年調査） 
調査対象の年齢層が９９年調査より広がっている（４４

～５６歳←４８～５２歳）とはいえ、５９％（←３１％）に、転

居志向は高まっている。 
移動先の３１％が、現居住地から車で３時間以上のとこ

ろで、アクティブ・アダルト・コミュニティを希望する

者は移転希望者の７％。 
別の州に転居するつもりの者の転居先は、フロリダ

２１％、アリゾナ１８％と、伝統的リタイア先の温暖な土

地がメインとなった。 
 
④ ２０００年には５５～６４歳の男性の３７％、女性の３１％

が、年金を受け取りながら、フルタイムあるいはパート

タイムの仕事をしていた。この割合は増加していきそう

だ。（ＴＩＡＡ－ＣＲＥＦの調査） 
リタイアは、よりゆったりとしたペースの新しい仕事

生活への移行であるとの認識が増えている。 
 
⑤ ３分の１は６０歳まえにリタイアするつもりだが、リ

タイア後も、多くのシニアが働こうと思っている。

（Ｓｔｒｏｎｇ Ｆｉｎａｎｃｉａｌの２００３年調査） 

リタイア予定年齢の平均は６１．３歳だが、６０歳より前

にリタイアするつもりの人たちが３分の１いる。そして、

リタイア後も働きたい、もしくは働く必要がある人たち

が、約半数（４９％）いる。 
その６１％が週２０時間以上の仕事を望んでいる。理由は、

３分の１が仕事をしていたいから、３分の２が経済的理

由から、あるいは仕事をしたい気持ちと経済的理由の両

方からと答えている。 
現役時代と同じキャリアの仕事をしたいかは、意見が

割れている。別の仕事を選ぶという人たちの理由は、

４４％が何か違ったことがしてみたい、あるいはしてみた

い仕事があったと回答、１９％がストレスがより少ない仕

事にしたい、１０％が趣味や興味に近い仕事をしたいと回

答している。 
また、米退職者協会（ＡＡＲＰ）の調査では、ベビーブ

ーマーの１０人中８人が、リタイア後も仕事するつもりだ

という。 
 
⑥ 働いているブーマーは、６０歳台までリタイアしない

だろう。社会保障制度の先行きへの関心が高く、勉強機

会の継続を望み、家族との近さを意識している。（Ｄｅｌ

Ｗｅｂｂ） 
ブーマーは社会保障制度への関心の度合いを高めてい

る。 
また、多くの人たちが、勉強し続けることが、なによ

りのゴールで、彼らはリタイアメント・コミュニティの

中での教育施設を望んでいる。 
老いた両親と、子供、さらには孫たちに挟まれた「サ

ンドイッチ世代」のブーマーは、複数世代家族（ｍｕｌｔｉｇ

ｅｎｅｒａｔｉｏｎａｌ Ｆａｍｉｌｙ）向けの住宅に注目している。 
このような流れに合わせて、Ｄｅｌ Ｗｅｂｂも、２世帯住

宅やｃａｓｉｔａｓといわれるゲストハウスを用意している。 
 
⑦ ブーマーは子供と住みたいと思っている。また子供

に援助したいとする者も２５％いる。 
独立が早いとされてきたアメリカでも、１８～３４歳の

２５％以上が両親と一緒に住んでおり、また１８～２４歳で

は男性の５６％と女性の４３％が両親と住んでいる。 
デル・ウェブの調査では、ベビーブーマーの６５％が、

成長した子供が戻ってくれれば幸せだろうとし、２５％が

援助してやりたいと感じている。 
 
⑧ ブーマーのリタイアは、親世代と様相を異にしそう

だ。親世代のように、リタイアまで我慢してきた世代で

はなく、また、リタイアしても、その生活を大きく変え



る気も少ない。子供との分離を必ずしも望んではいない。

（ニューヨーク州立大・Ｗｉｌｌｉａｍ Ｆｒｅｙ教授） 
ベビーブーマーは、アクティブ・アダルト市場をより

若いものにするという。 
ブーマーが５５歳以前に転居するときでも、彼らはその

生活を劇的に変えることはしない。顧問業務やネットで

仕事を続ける。 
また、リタイアまで満足することを延ばしてきた親世

代に対し、ブーマー世代は常に今の満足を求めてきた。 
子供との関係でも、子供の巣立ちが自らのリタイアと

は考えていないし、家を出た子供らが、アクティブ・ア

ダルト・コミュニティへの転居のきっかけのように見え

ても、長続きしない。子供らがいずれ戻ってくると考え

ているブーマーが２５％いる。 
こういった「ブーメラン・キッズ」現象は、拡大が注

目される現象になっていきそうだ。 
 
⑨ 今住んでいる家に近いところを選ぼうとする人た

ちが多数派だ。そして、４分の３が、中庭や家の周りや

エクステリアのメンテナンスをしてもらえる家を探し

ている。（全米ホームビルダー協会の調査） 
ブーマーは、リタイアして自由時間が増えても、住宅

のメンテナンスに時間を使おうとはしないだろう。 
ＮＡＨＢの調査結果によると、ベビーブーマーと高齢者

の住宅購入者は、手間のかからない（メンテナンス・フ

リーの）ライフスタイルを望んでおり、旅行や付き合い

や行動的なライフスタイルの追及に時間を使う。」 
「同時に、今のシニアたちは、その親の世代が定番の

温暖なリタイア地域に移り住もうとしたような常識的行

動はとらない。彼らの大多数は、彼らが愛する人たちの

近くに、あるいは彼らが根を下ろしたコミュニティの中

で暮らすことを望んでいるということが、調査から見て

取れる。」 
年齢制限型、年齢ターゲット型、あるいは戸建住宅地

に生じている変動要因を並べると、 
□ ビルダーは、顧客のほぼ半数が、子供や孫や家族の

近くに住むことを希望しているという。 
□ ２００２年に建築された５０歳以上向け住宅の半数以上

が、シングル・ファミリー向け独立住宅だった。 
□ ０２年には、５０歳以上向け住宅のほぼ半数が都市近

郊で供給された。そして、４分の１がその外側、１５％

が都心部、１１％が農村部だった。 
□ 開発業者の３分の２が、購入者が供給地と同じコミ

ュニティあるいは同じ州から転居してきているとレポ

ートした。 

□ 開発業者は、購入者が安全と安心感に配慮した住宅

を選ぶとコメントした。効果を考えた街灯の配置やホ

ームセキュリティシステムが、過半の住宅で導入され

た。 
□ ７０％近くの開発業者が、今のシニアのテクノロジー

知識の高まりに応えて、インターホンだけでなく、高

速インターネット配線を敷設した。 
□ 利便性が高いということが、シニア住宅購入者の重

要なポイントで、４分の３以上の５０歳以上向け住宅の

開発者が、教会や医療施設の近くというだけでなく、

ショッピングセンターの近くで開発した。 
 
⑩ これまでより小規模なアクティブ・アダルト・コミ

ュニティが、北東部などの既成市街地で建設されてはじ

めている。 
大規模プロジェクトのファイナンスの難しさに加えて、

住宅購入者の嗜好の変化を背景に、デベロッパーは、既

成市街地での比較的小規模なアクティブ・アダルト・コ

ミュニティ市場のテストをしはじめている。 
「業界では、長く住んできた家の近くに、小さなコミ

ュニティを作る動きが出ている。」ハウジングコンサルタ

ントのＢｉｌｌ Ｐａｒｋｓはいう。住宅購入者は、家族や友人や、

また教会や医者の近くに住みたがっている。Ｐａｒｋｓは約

２００戸を小規模開発としている。 
過去、ほとんどのアクティブ・アダルト開発は、サン

ベルト地帯、特にフロリダとアリゾナで行われた。中西

部や北東部では、大規模プロジェクトは一般的ではない。

でも、Ｄｅｌ Ｗｅｂｂでさえ、今、その地域での小規模を考

えている。ニュージャージー州のＳｏｍｅｒｓｅｔとＶｏｏｒｈｅｅｓ、

マサチューセッツのＰｌｙｍｏｕｔｈ、バージニアのＦａｌｌｓ 

Ｒｕｎで、地元需要を対象にした、５００戸は下回らないと

するが、小規模の開発を始めた。 
 
⑪ アメリカの住宅価格の急騰と資金調達のしやすさ

が背景にあるが、ブーマーはリタイア以降の仕事のしや

すさも考慮に入れて、生活圏が変わらないエリアで「セ

カンドハウスを早く買う。」（ハーバード大Ｎｉｃｏｌａｓ

Ｒｅｔｓｉｎａｓ／リアルター協会） 
人生の早い時期にセカンドハウスを買うベビーブーマ

ーと退職者が増えている。その主な理由は、価格の急騰、

伝統的なリタイア時期以降の仕事、資金調達の容易さ。

「購入を検討している人の中には、現役時代のかなり早

い時期に実現させようとしている人もいる。」Ｎｉｃｏｌａｓ

Ｒｅｔｓｉｎａｓ（ハーバード大）。「彼らはより長期に仕事をし

ようと計画している。６２～６５歳でも非常に活動的な仕



事がある。それらは恐らくホームオフィスで進められ

る。」 
「セカンドホームは自宅から１００～２００マイルのエリ

アに購入されている。」とＲｅｔｓｉｎａｓはいう。「勤め続けた

い人たちは、１００～２００マイル先のセカンドホームから

なら、メインの仕事場に容易に戻れるからだ。」 
ＮＡＲの研究によると、セカンドホーム購入者の５１％

はバケーション住宅として利用するため。１８％がリタイ

ア先に考えており、１６％が投資の多角化、そして１５％

が賃貸して収入を得ることを目指している。 
 
⑫ 大学町へリタイアし、大学に通うリタイア層が増え

ており、デベロッパーも大学を巻き込んだ、コミュニテ

ィ開発を進め始めた。（ニューヨークタイムズ９９／３／

２１） 
ノースカロライナ州Ａｓｈｅｂｉｌｌｅ、ニューヨークの

Ｂｒｉｎｇｈａｍｔｏｎの高校で３８年間ラテン語を教えていた

Ｎａｎｃｙ Ｌ Ｈａｎｏｖｅｒは、３人の子供の母として働いて、

時間が全くとれなかった勉強への飢餓感を持って、昨秋、

ノースカロライナ州西部の山間部にリタイアした。 
彼女はノースカロライナ生まれで、リタイアしたら帰

郷したいという気持ちは持っていた。そしてＡｓｈｅｖｉｌｌｅ

に決めたのは、ｔｈｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｎｏｒｔｈ Ｃａｒｏｌｉｎａ大

学のｔｈｅ Ｃｅｎｔｅｒ ｆｏｒ Ｃｒｅａｔｉｖｅ Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔがあった

ことが大きく影響している。ｔｈｅ Ｃｅｎｔｅｒ＇ｓ Ｃｏｌｌｅｇｅ

ｆｏｒ Ｓｅｎｉｏｒｓで、彼女は、知的好奇心を満たすに足る、

大学の教授や退職者が教える、単位のないさまざまな講

座のメニューを目にした。「現役時代は、取りたい講座で

はなく、取らなければいけない講座だった。取りたい講

座は山ほどある。」 
今、Ｈａｎｏｖｅｒさんのように、リタイアして勉強に時間

を使っている人たちが多数いる。また何百ものカレッジ

や大学が、このようなマーケットが成長していることを

理解し始めた。全国で、アカデミックなプログラムや、

カルチャーのメニュー、コミュニティサービスプランや、

中には住宅まで、カレッジは幅広いリストを揃えはじめ

ている。 
１０年前には、特別にリタイア層向けに設定されたアカ

デミックプログラムを持っているカレッジは５０に満た

なかった。それが、今や、ざっと３００のカレッジが、こ

の種のプログラムを持っており、６０，０００人以上のリタ

イア層に対して提供している。 
かなりの大学が、直接間接に、リタイアメントビレッ

ジのデベロッパーと提携している。デベロッパーは講座

メニュー、図書館、運動イベント、芸術センターを擁す

る大学を、リタイア層の勧誘材料と捕らえている。そし

て大学側は、シニアをコンサートホールやバスケットボ

ールアリーナを満員にさせる、そして彼らの資産計画に

大学を含めて考える、熱心な学生であるとみている。 
例えば、アラバマのＢｉｒｍｉｎｇｈｈａｍでは、Ｄａｎｉｅｌ社が

４０エーカーをＳａｍｆｏｒｄ大学から取得し、１２０戸の戸建住

宅と、１２０戸の支援付きマンション（ａｓｓｉｓｔｅｄ ｌｉｂｉｎｇ）、

４８戸のガーデンホームを建設した。同様な開発事例は、

ペンシルバニア州立大学からの借地でも進められている。

そこにリタイアすれば、講義も受けられるし、大学のゴ

ルフコースやプールも利用できる。 
大学をベースにしたリタイアプログラムは、メンタル

面、身体面をともにアクティブに保つ方法として、リタ

イア層からの支持を増している。 
ミシガン大学Ｌｅｏｎ Ａ Ｐａｓｔａｌｏｎ教授は、大学のリタ

イア層プログラムは、シニアが老年を通じて生産的であ

り続ける方法を発見することを手助けすることにあると

いう。 
 
⑬ 大学に参加できるリタイアメント・コミュニティの

選択。 
   大学への復帰のコーナーと、そのためのアドバイ

スが、Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ Ｌｉｖｉｎｇ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ Ｃｅｎｔｅｒ

のページにもある。 
母校の町や他の大学町に戻ってみたらどうなのだろう。

キャンパスに、あるいはその近くに作られたリタイアメ

ント・コミュニティはいくつかある。Ｋｅｎｄａｌ社（ペンシ

ルバニア）は所有地に数ヶ所作った。 
大学町にある、キャンパスから徒歩１５分～２０分のリ

タイアメント・コミュニティといっても、近いからとい

って大学に参加できる保証はない。 
大学にどのように参加できるかは、大学との取り決め

にかかることが多い。例えば、Ｌａｓｅｌｌ Ｖｉｌｌａｇｅ ｉｎ

Ｎｅｗｔｏｎ（マサチューセッツ）は、Ｌａｓｅｌｌ Ｃｏｌｌｅｇｅと完

全に一体化している。居住者は設定されたクラスから選

んで参加でき、若い世代ともコンタクトできる。Ｄａｖｉｄ- 

ｓｏｎ Ｃｏｌｌａｇｅ に隣接するＣＣＲＣ（ｃｏｎｔｉｎｕｉｎｇ ｃａｒｅ

ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ ｃｏｍｍｕｎｉｔｙ））（⇒末尾の※補・３）のＴｈｅ 

Ｐｉｎｅｓ ｏｆ Ｄａｖｉｄｓｏｎ は、居住者に学校のコースや、図

書館や、文化・スポーツイベントへの参加の取り決めが

ある。 
でも、ｔｈｅ Ｕｎｉｂｅｒｓｉｔｙ ｏｆ Ｖｉｒｇｉｎｉａの近くにあるＣＣ

ＲＣのＴｈｅ Ｃｏｌｌｏｎａｄｅｓの住民は、近いといっても、特別

な参加資格があるわけではない。 
ＴｕｓｏｎのＡｃａｄｅｍｙ Ｖｉｌｌａｇｅは、生産的であり続けるこ



とが強調されているリタイアメント・コミュニティで、

１６８エーカーの住宅開発が行われ、ｔｈｅ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ ｏｆ 

Ａｒｉｚｏｎａ Ｓｅｎｉｏｒ Ａｃａｄｅｍｙで、大学図書館、健康とウ

エルネス管理システムへのアクセスを可能にしている。 
 
補・１ 日本でもカレッジリンク型シニア住宅 
関西大学と（財）社会開発研究センター、（株）アンク

ラージュが、神戸市灘区の御影で進めている「カレッジ

リンク型シニア住宅」事業が、２００６年６月２６日にプレス

リリースされた。 
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｓｄｒｃ．ｊｐ／ｐｒｏｊｅｃｔ／ｃｏｌｌｅｇｅｌｉｎｋ．ｈｔｍｌ 

 
補・２ 米国の「アクティブ」ではないアダルト 
東芝の「けあコミュニティ」のページの＜海外ケア最

前線＞の中に、ヒヤシンス淳子さんが２００２年に連載し

た「アメリカ現地レポート」がある。 
ｈｔｔｐ：／／ｃａｒｅ．ｔｏｓｈｉｂａ．ｃｏ．ｊｐ／ｃａｒｅ／ｉｎｄｅｘ＿ｊ．ｈｔｍ 

その内容は要約しないが、米国で紹介されている段階

的なハウジングオプションとして、「バリアフリーに改修

し、できるだけ暮らしなれた家で、自立した生活をする。」

⇒「少し介護が必要になってきたら、在宅介護サービス

をうまく利用する。」⇒「在宅での生活が難しくなってき

たら、介護付き住宅（Ａｓｓｉｓｔｅｄ Ｌｉｖｉｎｇ）に入る。」⇒「さ

らに悪くなったらＮｕｒｓｉｎｇ Ｈｏｍｅに入る。」という住ま

いの選択があげられているという。 
日本で思われている以上に、米国では、子供が老親の

介護をしているケースは珍しいものではなく、遠距離介

護の光景も見られるとのこと。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

補・３ ＣＣＲＣ 
健常な高齢者向けの集合住宅（Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ Ｌｉｖｉｎｇ）

と、Ａｓｓｉｓｔｅｄ Ｌｉｖｉｎｇ、Ｎｕｒｓｉｎｇ Ｈｏｍｅをそろえた、大

規模なＣｏｎｔｉｎｕｉｎｇ Ｃａｒｅ Ｒｅｔｉｒｅｍｅｎｔ Ｃｏｍｍｕｎｉｔｙの

開発が増えているとされ、ここでも、従来のアクティブ・

アダルト・コミュニティのような生活利便施設やゴルフ

場などを持つもののほか、大学と連携したものなどの差

別化・高級化路線も進んでいる。 
ＣＣＲＣについては、以下の日本政策投資銀行のニュー

ヨーク駐在員事務所報告Ｎ－７９「高齢者住宅の新たな展

開～米国のアクティブ・シニアと高齢者誘致による地域

活性化～」２００３年３月。 
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｄｂｊ．ｇｏ．ｊｐ／ｊａｐａｎｅｓｅ／ｄｏｗｎｌｏａｄ／ｂ

ｒ＿ｒｅｐｏｒｔ／ｎｙ／７９．ｐｄｆ＃ｓｅａｒｃｈ＝＇ＣＣＲＣ＇ 

 
 
 

 

［ くさま いちろう ］ 

［土地総合研究所 常務理事］ 

 
 
 
 
 
 


